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１．はじめに 

 「大地震前に地表面温度が上昇するという事象」についてはロシア,中国,日本等の研究者によって研究され

てきている。最近では米国 NASA の研究者によっても研究されている。地表面温度が上昇するなら,気温とりわけ日

照の影響を受けない夜間気温に変化があると考えられる。この観点から研究を進めてきている。阪神淡路大震災の

14 日前に夜間気温の上昇を見い出し報告した。[1] また「地震と夜間気温上昇との関係」を北海道 24 年分のデー

タにより調査した結果を報告した。[2] 本セッションでは北海道 24 年分のデータにより「地震と夜間気温上昇と

の関係」について調査した結果について更に統計的な調査を加えて実施したのでこの内容について報告する。 

 

２．調査方法 

 地震データおよび気温データは気象庁データを使用し,調査期間は 1978 年 1 月 1 日～2001 年 12 月 31 日とし

た。地震については M5.5 以上の内陸地震を対象とした。図に対象の地震を示す。一方,気温については原則として

地震の前日から 140 日までさかのぼり地震前日までの期間について夜間気温上昇値の統計値シグマを算出した。こ

こで夜間気温上昇値およびシグマ値とは各々以下の式で示すものである。 

 

 夜間気温上昇値＝（20 時以降の最初の正時極小値時刻から翌 4時までの正時気温の 

          最大値Ｔmax）－20 時以降の最初の正時極小値Ｔmin 

 

 シグマ値＝ 震央を中心とした 80km のメッシュにおいて 28 日毎にどの程度統計的 

       にはずれた値であったかをシグマ値で算出した値 

       （各メッシュでの夜間気温上昇値を 1観測点当り 1日当りの値に正規 

        化後シグマ値で評価した値） 

 

３．調査結果 

 期間中 M5.5 以上の内陸地震は 17 個あった。そのうち 11 個の地震についてシグマ値に現れる前兆が認められ

た。逆に 6 個の地震については顕著な前兆が見出せなかった。 

 

４．考察 

 一般的に地震予測を実施しようとした場合,「ノイズ」と「漏れ」を共に少なくしなければならない。「ノイ

ズ」とは地震の予測に対しての「ノイズ」であり結果的には起きなかった地震を「起きると予測した」場合で「誤

報」ともいえる。一方「漏れ」とは本来予測が期待されていたにも関わらず「予測ができなかった」場合で「失報」

ともいえる。今回の調査は本手法による「失報」の率を見極める指標となる。提案している手法そのものの改良を

含めて今後検討を継続する。 
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